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埋込接合式波形鋼板ウエブを架設時有効利用した橋の設計・施工 

－第二東名高速道路 田
た

場
ば

沢
さわ

川橋－ 

 

東日本支社 設計センター 中村淳一 

東日本支社 設計センター 井筒浩二 

東日本支社 土木部 今津正裕 

東日本支社 設計センター 豊田正 

 

概要：田場沢川橋は，東名高速道路「裾野 IC」より西北西へ 2kmに位置する田場沢

川が流れる谷部を横断する第二東名高速道路の橋梁である．本橋はストラット付波形

鋼板ウエブ橋である．従来の移動作業車を用いた張出し工法から，波形鋼板ウエブの

フランジを架設時に有効利用した工法を採用した．これにより架設機の軽量化，ブロ

ック数の削減，工期短縮，PC 鋼材の低減が可能となる．同施工方法を採用した杉谷

川橋での実績と架設機材を生かし，第二東名高速道路の 3車線幅員で多く採用されて

いるストラット付波形鋼板ウエブ構造に適用した． 

    KeyKeyKeyKey W W W Wordsordsordsords：波形鋼板ウエブ，ストラット，合理化工法，新型架設機 

 

１．はじめに 

田場沢川橋は，東名高速道路「裾野 IC」より西北西へ 2kmに位置する裾野市中東部に建設される橋梁で，

東名高速道路沼津～裾野間を南北方向にほぼ併走して計画されている第二東名高速道路の橋梁である． 

本橋は，橋長 229.5m の上り線ならびに橋長 201.0m の下り線からなる PRC3 径間連続ストラット付波形

鋼板ウエブ箱桁橋であり，発注当初は，拡幅を考慮した暫定 2 車線の設計であったが，3 車線に変更となり

ストラット付構造となった． 

本工事では，従来の移動作業車を用い

た張出し工法から，波形鋼板ウエブのフ

ランジを架設時に有効利用した張出し工

法を採用した．同施工方法を採用した杉

谷川橋 1),2)（2 車線ストラットなし）での

実績と架設機材を生かし，第二東名高速

道路の 3 車線幅員で多く採用されている

ストラット付波形鋼板ウエブ構造への適

用をはかった． 

本稿では，このような特徴の工事につ

いて，構造概要ならびに施工概要を報告

する． 

写真－１・２に完成予想図を示す． 

写真－１ 完成予想図① 

中村淳一 井筒浩二 今津正裕 豊田正 
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２．橋梁概要 

本橋の橋梁諸元は下記の通りであり，図－１に全体一般図，図－２に標準断面図を示す．また表－１に使

用材料を示す． 

工 事 名：第二東名高速道路 田場沢川橋（PC上部工）工事 

発 注 者：中日本高速道路（株）東京支社 沼津工事事務所 

構造形式：PRC3径間連続ストラット付波形鋼板ウエブ箱桁橋 

橋    長：上り線 229.500 m  下り線 201.000 m 

支 間 長：上り線 59.35+108.0+59.35 下り線 53.1+92.0+53.1m 

有効幅員：16.500 m（3車線） 

平面線形：上り線 R3200m  下り線 R3000m 

架設方法：片持ち張出し架設 

 

 

 

 

表－１ 使用材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 仕様 使用箇所 

12S15.2B 架設内・下床版内ケーブル 

19S15.2B 外ケーブル（エポキシ被覆） PC鋼材 

1S28.6 横締め・床版先端 

SM490YB 波形鋼板ウエブ（中央部） 
鋼部材 

SM570 波形鋼板ウエブ（支点部） 

写真－２ 完成予想図② 

図－１ 全体一般図 

図－２ 標準断面図 
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３．構造概要 

3.1 概要 

本工法は，先行架設した波形鋼板ウエブに架設時荷重を負担させる．ウエブフランジを連続化することで

剛性を確保し，波形鋼板を架設時に有効利用した工法である．本工法を採用するに際して，以下の課題があ

った． 

図－３に示すように波形鋼板ウエブに架設機反力を載荷すると，曲げモーメントが作用し，上縁に引張，

下縁に圧縮が生じる．上縁引張に対しては上フランジを添接板にて連続化し抵抗することができるが，下縁

は標準接合方法を埋込接合（図－４）としているため圧縮に抵抗するフランジがない． 

そこで，下側仮設圧縮材として図－５に示す 3案について検討した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FEM解析により検討した結果を以下に示す．また図－６に①案の FEM解析モデルを示す． 

①案：一体挙動するにはみぞ形鋼をすべての直線部にボルト接合する必要があり，設置撤去が困難である． 

②案：曲げによる圧縮が伝達されるが，L形アングルを連続化する添接板ボルトの配置が困難である． 

③案：図－７のように曲げによる圧縮も伝達されており，上フランジ同様連続化も可能である． 

よって，③案の桁内埋込フランジタイプを採用した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 波形鋼板ウエブフランジ構造 図－４ 埋込接合 

図－５ 下側仮設圧縮材案 

図－６ FEM解析モデル（①案） 図－７ 橋軸方向応力分布図（③案） 

＋引張 －圧縮 
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3.2 架設時波形鋼板ウエブフランジ 

図－８に示すように，最前方の先行波形鋼板架設・前方の下床版施工と後方の上床版施工の 3 ブロックを

同時施工するため，各ブロックで主方向の抵抗断面が上下フランジ付波形鋼板ウエブ断面→波形鋼板＋下床

版断面→完成断面と変化する．波形鋼板ウエブフランジの設計は，架設時の断面形態に応じた応力計算を行

い，フランジの安全性を照査した．完成断面以降では，通常の波形鋼板ウエブ橋と同様に，波形鋼板ウエブ

は橋軸方向の曲げおよび軸力に抵抗しないと考えてよく，平面保持の法則に従っている考えられるため，上

下鋼フランジおよびウエブを無視した設計を行っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 床版およびストラットの設計 

3.3.1 設計概要 

上床版はプレグラウト PC鋼材（1S28.6）によりプ

レストレスを導入した PRC，下床版は RC 部材とし

て設計を行った．また，ストラット部材は繊維補強コ

ンクリートを使用した．橋梁断面図とストラット断面

図を図－９に示す． 

3.3.2 床版横方向の計算 

床版横方向の計算は支間中央部および中間支点部

に加え，桁高変化部の 3箇所において検討した． 

床版の設計断面力は他のストラット付波形鋼板ウ

エブ同種橋梁における FEM解析により算出された断

面力を使用する．しかし，本橋と同種橋梁の FEM解

析モデルを比較すると，壁高欄形状および桁高が異な

る．このため，他橋の FEM解析結果を本橋に摘要す

る際には，壁高欄形状の違いについては全壁側の値を

用い，桁高の違いは直線補間により補正を行った． 

計算の結果，ウエブ直上において衝突荷重時の負曲

げが卓越するため，図－１０に示す横締め PC 形状

（ctc625）とした． 

 

 

図－８ 架設機施工方法および抵抗断面変化図 
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図－９ 断面図・ストラット断面図    

図－１０ 横締め PC鋼材形状図 
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3.3.3 型枠支保工の拘束を考慮した温度応力解析  

上床版打設時において，型枠支保工の設置および架

台によりストラット受け面が固定されているため，床

版の自己・乾燥収縮による変形が拘束される．これに

より床版には橋軸直角方向に引張応力が発生すること

が予想できる．図－１１に型枠支保工が床版の収縮を

拘束する概念図を示す． 

この挙動に着目した温度応力解析を行い，床版に発

生する応力を把握するとともに，必要であれば補強鉄

筋を配置することとした．なお，型枠支保工が設置さ

れている期間がコンクリート打設日から 2 日間である

ということ，また打設日の 3 日後には床版へプレスト

レスが導入されることを考慮し，プレストレス導入前

の若材齢に着目した検討を行った． 

3.3.4 解析結果 

図－１３に橋軸直角方向応力度－経過日数関係を示

す．図－１３のように，型枠支保工による拘束を解除

するまで引張応力度は上昇し，張出し床版側の下面に

比較的大きな引張応力が発生することが確認できた． 

この結果を受け，本橋では床版横方向の計算結果お

よび型枠支保工による拘束を考慮した温度応力解析結

果の両者を比較検討し，床版の配筋を決定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型枠支保工の拘束解除 

打設 

＋引張 －圧縮 

図－１２ 型枠支保工の拘束解除 
 

中央床版側中央床版側中央床版側中央床版側    

図－１１ 収縮と拘束の概念図 

張出床版側張出床版側張出床版側張出床版側    

図－１３ 橋軸直角方向応力度－経過日数関係 
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４．施工概要 

4.1 柱頭部工 

4.1.1施工手順 

図－１４に示すように，1BL 波形鋼板を先行架設し，架設機組

立を行い，0BL上床版施工を張出し施工サイクル（3ブロック施工）

の一部として架設機施工（張出し工）とすることで，図－１５のよ

うに柱頭部ブラケットで負担するコンクリート施工荷重を低減し，

ブラケットを大型化することなく柱頭部長を標準の 12.0m から

16.8mにすることが可能となった． 

また架設機荷重による波形鋼板ウエブ横桁接合面の肌すきを防

止するため，柱頭部横桁を挟んで中央側と側径間側の波形鋼板ウエ

ブ上フランジをPC鋼材にて連結した（図－１４ STEP－2参照）． 

柱頭部施工状況写真を写真－３に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１４ 柱頭部施工方法 

図－１５ 柱頭部ブラケット施工範囲 

 

＜従来工法＞ ＜新工法＞ 

写真－３ 柱頭部施工状況 

支保工範囲 

柱頭部 PC 連結 
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4.1.2コンクリート打設リフト割 

柱頭部コンクリートは図－１６に示すように，3リフトに分割

し，図－１７の手順にて打設する． 

本橋は連続桁構造であるため，柱頭部横桁部を中空断面とする

ことが困難である．よって柱頭部横桁部はマスコンクリートとな

り大きな温度応力の発生が考えられる． 

そこで図－１８のように，通常高さ 2.00m 程度とする人孔を

外ケーブル定着体としての機能を満足する範囲内で高さを

3.75m に上げた．これにより 1 リフト目のコンクリートを人孔

の左右で分け，打設高さを確保することで 2 リフト目の打設量

を少なくし，図－１８のように温度応力を低減することができた． 

また裏打ちコンクリートは，通常上下床版打設後に上床版に打

設孔を設けて高流動コンクリートにて打設されるが，本工法では

裏打ち直上の 0BL 上床版が後施工であるため，普通コンクリー

トにて打設することが可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１６ 柱頭部打設リフト割図 

④は張出し工 

リフト① リフト② リフト③ リフト④ 

図－１７ 柱頭部打設順序図 

図－１８ 柱頭部人孔高さの違いによる温度応力分布図（ピーク時） 
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4.2 張出し工 

計画サイクル日数を図－１９，張出し施工手順を図－２０に示す． 

本工法で張出し施工に用いる架設機は，先行架設した波形鋼板ウエ

ブに架設機反力を載荷するため，図－２１に示すように，従来型架設

機のように転倒モーメントを負担する必要がなく，架設機の軽量化が

できる． 

本工法は波形鋼板ウエブ同士の接合に溶接接合を用いた場合でも，

溶接作業および検査工程に左右されることなく床版施工が可能であ

るという特徴を有しているが，本橋では経済性からボルト接合を採用

している．ボルト孔は，架設ブロック端にある孔は，上げ越し調整を

考慮して拡大孔φ26.5とし，ブロック内は通常孔φ24.5とした． 

また，張出し施工ブロック 4.8m にストラットを 4.0m 間隔で配置

すると，小口からストラットまでの距離が離れる箇所が生じる．片持

ち床版に過度な変形が生じるため，仮設ストラットを用いて支持する

こととした． 

杉谷川橋で使用された架設機を写真－４に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－４ 架設機（杉谷川橋） 

図－２１ 従来型と新型架設機 

図－２０ 張出施工手順図 図－１９ 張出施工サイクル（計画） 
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4.3 中央閉合工 

中央閉合は図－２２に示すように，張出し

工で用いた架設機をそのまま使用し，まず閉

合部波形鋼板ウエブを架設し，ウエブフラン

ジを接合することで連続構造とする． 

次に架設機移動および閉合部下床版・P2側

上床版施工荷重に対して波形鋼板ウエブフラ

ンジで抵抗させる． 

その後，中央径間外ケーブルを部分緊張し，

閉合部および P1 側上床版を施工し，中央閉

合部施工を完了する． 

最終張出しブロック上床版に架設 PC 鋼材

が配置されないため，完成系で支間中央主桁

下縁に必要になる連続 PC鋼材が減少する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２２ 中央閉合部施工手順図 写真－５ 中央閉合施工状況（杉谷川橋） 
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５．従来工法との比較 

今回，上り線詳細設計完了後に従来工法との比較を行った．その結果概要を以下に示す． 

新工法を採用することでの変更点を数量の増減項目ごとに分けると下記の通りである． 

 

＜数量減分＞ 

①ブロック数の減少      ：図－２４に示すように，従来架設機（最大能力 350t-m最大ブロック長 4.8m）

では，11BL となる．新型架設機では架設時荷重を波形鋼板ウエブフランジ

に負担させるためすべてのブロックを 4.8m とすることができ，柱頭部長を

16.8mとすることで 9BLとなり 2BL減らすことができた． 

②工期短縮          ：ブロック数が 2BL 減少し，柱頭部 0BL 上床版を張出工にすることにより工

期短縮ができる．設備供用日数が減少する． 

③架設機の軽量化       ：架設機本体が軽量化する． 

④架設 PC鋼材の減少   ：架設機の軽量化により架設 PC鋼材量が減少する． 

⑤連続 PC 鋼材の減少    ：最終張出しブロック上床版に架設 PC 鋼材が配置されないため，完成系で支

間中央主桁下縁に必要になる連続 PC鋼材が減少する． 

⑥床版先端 PC 鋼材の減少：床版先端（エッジビーム）に配置される PC 鋼材定着具数がブロック数減に

より減少する． 

⑦仮固定 PC鋼材の減少  ：架設機の軽量化により仮固定 PC鋼材量が減少する． 

 

＜数量増分＞ 

①波形鋼板ウエブフランジ：新型架設機では架設時荷重を波形鋼板ウエブフランジに負担させるため，  

図－２３に示すように，上フランジ幅と厚さの増加および下フランジの追加

が必要となる． 

②上下フランジ添接板   ：架設時荷重による曲げを伝達させるため， 

                          上下フランジをそれぞれ添接板ボルト接 

     合が必要となる． 

③波形鋼板フランジ重量増：上下フランジ重量が増すことにより、架  

  設および運搬重量が増加する． 

④柱頭部開き止め PC鋼材：柱頭部横桁を挟んで波形鋼板ウエブ上フ 

ランジを PC鋼材にて連結する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－２４ ブロック割図 

図－２３ 波形鋼板ウエブフランジ形状図 
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６．まとめ 

本稿では，第二東名高速道路田場沢川橋（PC上部工）工事の構造概要ならびに施工概要を報告した．要約

すると以下のとおりである． 

①従来の移動作業車を用いた張出し工法から，波形鋼板ウエブフランジを架設時に有効利用した工法を採

用した．同施工方法を採用した杉谷川橋での実績と架設機材を生かし，第二東名高速道路の３車線幅員

で多く採用されているストラット付波形鋼板ウエブ構造への適用をはかった． 

②波形鋼板ウエブに架設時荷重を負担させるため，従来の下側埋込接合にフランジを結合させた． 

③柱頭部長を 0BL上床版架設機施工とすることで，標準の 12.0mから 16.8mとした． 

④新型架設機では架設時荷重を波形鋼板ウエブフランジに負担させるためすべてのブロックを 4.8m とす

ることができブロック数を減らした． 

⑤中央閉合部施工にも張出し施工で使用した架設機を用いる． 

⑥従来工法と比較して架設機の軽量化，ブロック数の削減，工期短縮，PC鋼材の低減が可能となった． 

 

本工事は，平成 20年 6月現在，上り線柱頭部施工中であり，今後施工する張出し工・閉合工において設計

で想定した事項を確認し，下り線施工に生かしていきたい． 

今後，比較的支間長が長く，ブロック数が多い，桁高の高い橋梁において，本工法は従来工法に比べて十

分な優位性があると考える． 
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写真－６ 平成 20年 6月施工状況 


